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大平洋地域のホットスポットアルカリ玄武岩の組成バリエーションとその成因

Origin of compositional variation in alkali basalts from Pacific hotspots
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大平洋地域の複数のホットスポットに産するアルカリ玄武岩について、主成分および微量元素組成の分析を行
い、ホットスポット間でのマグマの組成のバリエーションと、ホットスポット下のリソスフェア年代および起源
となるマントルプルームの不均質性との関連について検討した。

ハワイやアイスランドなどの規模の大きなホットスポットでは、ソレアイト質玄武岩が卓越しているが、他
の多くのホットスポットでは、よりS i O 2に不飽和なアルカリ玄武岩が卓越して噴出している。一般にこれらのア
ルカリ玄武岩は、中央海嶺玄武岩に比較してF eやT iに富んでいる。このようなアルカリ玄武岩の特徴は、カンラ
ン岩と玄武岩の混合物の部分融解によって説明できることが、最近の高圧実験によって示されている (Kogiso et
al., 1998)。それに対し、ハワイのコーラウ火山のソレアイトは、起源物質に含まれる玄武岩質なエクロガイトの
部分融解によって生成されたことが、詳細な岩石学的研究によって指摘されている (Takeguchi, 1999)。このよう
に、ホットスポットマグマの主成分元素組成のバリエーションは、ホットスポットマグマの起源となるマントル
プルームに玄武岩質物質が不均質に含まれているという、不均質プルームモデル (Takahashi et al., 1998) によって
統一的に説明できる。一方、Haase (1996) は、ホットスポットの玄武岩の主成分元素組成と、噴出場所の海洋リ
ソスフェアの年代との間に相関があることを指摘している。この相関は、リソスフェアの厚さすなわちメルト分
離の深さがホットスポットマグマの組成に大きく影響を与えているためと解釈されている。しかしのモデルでは、
起源物質の不均質性を考慮にいれていない。そこで本研究では、大平洋地域の複数のホットスポットのアルカリ
玄武岩の組成を比較し、そのバリエーションがリソスフェアの年代およびプルームの不均質性とどのように関連
するかを検討する。用いた試料は、大平洋のソサエティー・サモア・キャロラインのアルカリ玄武岩（各ホット
スポット下の海洋リソスフェアの年代はそれぞれ、7 0、1 0 0、1 6 0 M a）である。発表では、これらのアルカリ玄武
岩の主成分元素および微量元素組成を基にして、ホットスポットごとのマグマの組成とリソスフェアの年代との
関係に、不均質プルームモデルが適用できるかどうかの議論を行う。
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